
10月の研修が終了しました 

 

10月 14日(土) 看護研修センター 

人材育成 ～部下の力を引き出そう～ というテーマで、和歌山県立医科大学 看護

キャリア開発センター センター長 池下 ゆかり 講師の講義に、53 名の参加があっ

た。 

 まずは自施設の組織図を書くところから始まり、職場空気度チェックを行う。4～9 項

目該当した「やや停滞した状態」という受講生が多かった。 

 部下をやる気にさせる管理者とは・・・ 

 管理者になるためには・・・などを学び、指導を通して相手のモチベーションを育てる

ことの重要性を学習した。 

 ここで、「指示」と「指導」は別物であり、「ヘルプ」と「サポート」を使い分けるなど、

細かなモチベーションアップの方法を学ぶ。 

 午後からは 4人 1組でロールプレイを行い、師長・副師長・観察者役を体験する。 

それに関してのアンケート結果では、「自分の対応を振り返ることができた」と反省の

言葉が書かれており、今後の対応に良い影響を与えるのではないかと考える。 

 

 

  

      《講義の様子》        《ロールプレイ中 先生も巡回してくれる》 

 

 

 

10月 19日(木) 看護研修センター 

これだけは徹底して感染予防に努めよう というテーマで、公立那賀病院 感染管理

認定看護師 永﨑 昌枝 講師の講義に、96名の参加があった。 

感染管理認定看護師 沼田 裕加里 講師をファシリテーターとして迎えた。 

感染経路など基礎的な知識から、スタンダードプリコーションやベッドサイドでの感

染対策についての講義があった。個人防護具の着脱・手洗い後の細菌付着状態を手洗い

チェッカーで確認をする演習を行った。グループワークでは事例を用いて感染対策につ

いて話し合った。 



アンケート結果から、「他施設の現状を聞けて良かった」「基本的なことを再確認でき

た」など、研修のねらいに沿った学習ができたと思う。休憩時間、研修終了後には個人

的に質問する人が多く、とても有意義な研修であった。 

 

                   ≪講義の様子≫ 

 

≪グループワーク≫ 

  

               ≪個人防護具≫ 

 

 

 

 


